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差
別
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工

藤
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勝

問
題

の
所
在

仏
教
教
理
と
差
別

(d
i
s
c
r
i
m
i
n
a
t
i
o
n
)

と
い
う
問
題
は
、

そ
の
解
明

の
必
要
性
が
し
ば
し
ば
説
か
れ
る
わ
り
に
は
、
現
実
に
は
、
明
瞭
な
視

点
を
確
立
す
る
こ
と
で
さ
え
至
難
な
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況

の
責
任
は
、
確
か
に
仏
教
者
の
主
体
に
問
題
が
あ

る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
差
別
問
題
が
、
我
々
の
想
像
す
る
以
上

に
、
如
何

に
根
深
く
、
広
汎
に
仏
教
教
理
や
主
体
に
関
わ

っ
て
き
た
の

か
と
い
う
反
証
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
西
明
寺
円
測

(六
三
三

六
九
六
)
撰
述

の

『
解

深

密

経

疏
』
巻
第

二
に
み
ら
れ
る

「善
男
子
」
解
釈
を
ひ
と
つ
の
手
掛
か
り
と

し
て
、
特

に
女
性
差
別

の
問
題
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
題
の

「善
男
子
」
解
釈

の
テ
ク
ス
ト
を
次
に
引
用
す
る
。

解
甚
深
義
密
意
菩
薩
。
謂
如
理
請
問
菩
薩
日
。
(…
中
略
…
)

善
男
子
。
三
切
法
者
略
有
二
種
。
所
謂
有
為
無
為

釈
日
。
(…
中
略
…
)
初
善
男
子
者
。
讃
能
問
者
。
後

一
切
法
下
。
依

問

正
答
。
此
即
初
也
。
依
智
度
論
三
十
五
云
。
男
子
言
簡
非
男
子
等
不
堪
教

授
。
善
謂
善
相
。
謂
具
慈
悲
。
三
業
無
失
。
楽
於
善
人
。
不
顕
己
徳
。
随

順
衆
人
。
不
求
世
間
名
誉
等
楽
。
但
楽
道
徳
。
自
業
清
浄
。
心
貴
実
相
。

軽
賎
世
事
。
有
如
是
等
無
量
善
法
。
此
相
多
在
男
子
身
中
。
是
故
讃
言
善

(
1
)

男
子
也
。

前
半

「解
甚
深
義

有
為
無
為
」
は
、

『解
深
密
経
』
の
経

文

(以

下
、
本
経
と
略
す
)
で
あ
り
、
次
の

「
釈
日
」
以
下
が
、

円

測

の
解

釈

(釈
文
と
省
略
)
で
あ
る
。

一

本
経
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
善
男
子

本
経
の
引
用
文
は
、

『
解
深
密
経
』
巻
第

三
の

「勝
義
諦
相
品
」
の

(
2
)

冒
頭
に
あ
る
。
そ
の
場
面
の
設
定
を
か
い
つ
ま
ん
で
言
え
ば
、

仏
前
に

あ

っ
て
、
如
理
請
問
菩
薩
は
解
甚
深
義
密
意
菩
薩
に
対
し
て
、
次
の
よ

う
な
質
問
を
発
し
た
。

「
三
切
法
は
無
二
と
言
う
が
、

三
体
何
が

二
切

法
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
無
二
と
す
る
の
か
?
」
と
。
解
甚
深

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

三
號

卒
成
元
年
十
二
月
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善
男
子
考

(工

藤
)

義
密
意
菩
薩
が
そ
れ
に
答
え
て
、

「善
男
子
よ
、

一
切
法
と
は
大
略
す

る
に
二
種

類
が
あ
る
。
そ
れ
は
有
為
と
無
為
で
あ
る
」
と
言
う
の
で
あ

る
。こ
の
よ
う
な
本
経
の
コ
ソ
テ
ク
ス
ト
か
ら
、

「善
男
子
」
の
位
置
付

け
を
見
る
と
、
こ
こ
の
善
男
子
と
は
、
解
甚
深
義
密
意
菩
薩
か
ら
如
理

請
問
菩
薩

へ
の
呼
び
か
け
の
言
葉
で
あ

っ
て
、
さ
し
て
重
要
な
意
味
を

も

っ
て
は

い
な
い
。
む
し
ろ
、
解
釈
の
必
要
も
無

い
く
ら

い

な

の

だ

が
、
円
測

の
釈
文
で
は
あ
え
て

『
大
智
度
論
』
を
引
用
し
て
、
善
男
子

釈
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
。

『
大
智
度
論
』

の
引
用
方
法
の
問
題
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

こ
の
箇

所
の
円
測

の
解
釈
は
、
他
の
簡
潔
明
瞭
な
註
釈
態
度
か
ら
す
る
と
、
例

外
的
に
冗
長
で
、
蛇
足
に
過
ぎ
る
感
が
あ
る
。
単
な
る
呼
び
か
け
の
言

葉
に
、
必
要
以
上
に
こ
だ
わ
り
、
男
子
の
女
人
に
対
す
る
本
質
的
優
位

つ
ま
り
は
女
性
差
別
を
強
調
す
る
が
如
き
註
釈
を
行
な

っ
て
い
る
。
本

経
の

「善
男
子
」
の
解
釈
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
円
測
の
釈
文
は
、

コ

ン
テ
ク
ス
ト
を
逸
脱
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
。

二

『
大
智
度
論
』
引
用
方
法
の
妥
当
性

円
測
疏

に
於
け
る

「善
男
子
」
解
釈
の
多
く

は
、

『大

智

度

論
』

(以
下
は
論
と
省
略
)
巻
三
五
に
依

っ
て
い
る
の
で
、
実
際
に

『
論
』
の

本
文
を
挙
げ
て
、
そ
の
引
用
方
法
の
是
非
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

囮
舎
利
弗
。
是
菩
薩
摩
詞
薩
行
般
若
波
羅
蜜
。
増
益
六
波
羅
蜜
時
。
諸
善
男

子
善
女
人
各
各
歓
喜
意
念
言
我
等
当
為
是
人
作
父
母
妻
子
親
族
知
識
囹

(…

中
略
…
)
間
日
。
何
以
但
説
男
子
女
人
善
。
不
説
二
根
無
根
者
善
。
答
日
。

無
根
所
謂
無
得
道
相
。
是
故
不
説
。
如
毘
尼
中
不
得
出
家
。
以
其
失
男
女
相

故
其
心
不
定
。
以
小
因
縁
故
便
瞑
。
結
使
多
故
著
於
世
事
。
多
懐
疑
網
不
楽

道
法
。
錐
能
少
少
修
福
事
。
智
慧
浅
薄
不
能
深
入
本
性
転
易
。
是
故
不
説
。

声
聞
法
如
是
説
。
摩
詞
術
中
讐
如
大
海
無
所
不
容
。
是
無
根
人
或
時
修
善
。

但
以
少
故
不
説
。

(…
中
略
…
)
二
根
人
亦
如
是
。
心
多
邪
曲
故

不
任
得

道
。
以
是
故
但
説
男
子
女
人
中
善
者
。
善
相
者
有
慈
悲
心
能
忍
悪
罵
。

(
…

中
略
…
)
復
次
三
業
無
失
楽
於
善
人
不
穀
他
善
。
不
顕
己
徳
随
順
衆
人
不
説

他
過
。
不
著
世
楽
不
求
名
誉
。
信
楽
道
徳
之
楽
。
自
業
清
浄
不
悩
衆
生
心
貴

実
法
軽
賎
世
事
。
唯
好
直
信
不
随
他
誰
。
為

三
切
衆
生
得
楽
故
自
捨
己
楽
。

令
三
切
衆
生
得
離
苦
故
以
身
代
之
。
如
是
等
無
量
名
為
善
人
相
。
是
相
多
在

(2
)

男
女
故
説
善
男
子
善
女
人
。

(傍
線
は
共
通
部
分
)

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
円
測
の
引
用
文

は
、

『
大
智
度
論
』

の

本
文
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
趣
意
で
あ

る
。
も

っ
と

も

『
疏
』
に
も

「智
度
論
の
三
十
五
に
依
ら
ぽ
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
も

一
向
に
さ

し
つ
か
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
問
題
な
の
は
、

『
論
』
の
本
文
と

同
趣
旨
の
引
き
方
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

『論
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

こ
こ
の
箇
所
は
、
本
経
で
あ
る

『大
品

般
若
経
』
に

「諸
善
男
子
善
女
人
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
註
釈
で

あ
る
。

『
論
』
で
は

「問
う
て
曰
わ
く
。
何
を
以

っ
て
か
但
だ
男
子
女

人

の
善
の
み
を
説
き
て
、
二
根
と
無
根
の
者
の
善
を
説
か
ざ
る
や
」
と

の
問
い
を
出
し
て
、
二
根

・
無
根
者
を
簡
ん
で
、

「善
男
子
善
女
人
」
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と
だ
け
言
う
理
由
を
尋
ね
て
い
る
。

こ
の
質
問
の
解
答
部
分
の
中
に
、

円
測
の
引
用
部
分
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

・円
測

の
引
文
で
は
、

『
論
』
の
本
文
の
他
に
、

「男
子
の
言
は
非
男

子
等
の
教
授
に
堪
え
ざ
る
を
簡
ぶ
」

「
此
の
相
は
多
く
男
子
の
身
中
に

在
り
」

の
語
を
加
え
て
、
独
り

「善
男
子
」
の
み
を
讃
嘆
し
て
女
人
等

を
除
外
し
て
い
る
。

『
論
』
の
趣
旨
と
は
か
な
り
の
相
違
が
認
め
ら
れ

る
。
特

に
、
後
者
の

「
此
相
多
在
男
子
身
中
」
に
あ

っ
て
は
、

『
論
』

の

「是
相
多
在
男
女
」
の
部
分
を
故
意
に
替
え
た
も
の
で
、
正
当
な
引

用
方
法
と
は
言
い
難
い
。

西
明
寺
円
測
は
玄
奏
三
蔵
門
下
と
し
て
、
慈
恩
太
師
基
と
と
も
に
二

大
法
将
と
並
び
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
註
釈
方
法
、
語
学
力
、

論
証
能

力
な
ど

は
、
現
在
の
仏
教
学
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら

す
れ
ば
、

か
か
る

「
善
男
子
」
解
釈
は
、
き
わ
め
て
特
殊
で
例
外
的
な

事
例
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

円
測
に
よ
る
こ
の
変
則
的
な

『論
』
の
引
用
の
仕
方

の
理

由

を
、

『
論
』
じ
し
ん
の
底
本
の
違
い
と
し
て
弁
護
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

つ

ま
り
、
円
測
が
意
図
的
に
本
文
を
改
変
し
た
の
で
は
な
く
、

円
測
が
当

時
参
照
し
た

『
論
』
の
本
文
が
そ
う
で
あ

っ
た
と
見
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
可
能
性
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

本
経
の

『
大

品
般
若
経
』
の
本
文
の

「善
男
子
善
女
人
」
は
動
か
し
よ
う
の
な
い
部

分
で
あ
る
の
で
、
こ
の
箇
所
か
ら
は
、
独
り
善
男
子
の
み
を
讃
嘆
す
る

よ
う
な
解
釈
は
出
て
く
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

故
に
、
円
測
の

『
大
智
度
論
』

の
引
用
方

法
の
正
当
性
を
証
明
し
得

る
積
極
的
根
拠
は
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

三

『
大
智
度
論
』
の
女
性
観

前
項
で
は
、
円
測
の

「
善
男
子
」
解
釈

の
典
拠
と
な

っ
て
い
る

『大

智
度
論
』

の
引
用
方
法
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
特

に
問
題
と
さ
れ
る
点
は
、

『論
』

の
趣
旨
を
逸
脱
し
た
女
性
差
別
の
論

理
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

円
測

『疏
』

の

「善
男
子
」
釈
に
み
ら
れ
る
、
男
性
の
女
性
に
対
す

る
本
質
的
優
位
性
も
し
く
は
否
定
的
な
女
性
観
の
遠
因
は
、
引
用
さ
れ

た

『
大
智
度
論
』

の
女
性
観
に
求
め
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点

(3
)

に
つ
い
て
は
、
大
鹿
実
秋

・
永
田
瑞
両
氏
の

「
大
智
度
論

の
女
性
観
」
、

(4
)

永
田
瑞
氏

「
女
人
五
擬
」
等

の
論
考
が
あ
る
。

永
田
氏
に
よ
れ
ば
、

『論
』

の
女
性
観
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
四
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(1)
 五
障
凝
説
 

(2)
 三
従
説
 
(
3
)
 浅

智
 
(
4
)深

欲

(
1
)
五
障
凝
説
と
は
、
女
性
は
仏
陀

・
転
輪
聖
王

・
魔
王

・
帝
釈
天

・

梵
天
王
に
な
れ
な
い
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ

る
。
こ

の
説

は

『
法
華

経
』
を
は
じ
め
大
乗
の
経
典
に
定
型
化
さ
れ

て
い
る
。

『
大
智
度
論
』

の
中
で
こ
の
五
障
擬
説
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
三
箇
所
あ
る

(巻
二
・
巻
九

・
巻
九
)
。

次
に
(
2
)
三
従
説
に
つ
い
て
、

『論
』
巻
九
九
に
は

二

切
女
人
無
所

善
男
子
考

(
工

藤
)
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善
男
子
考

(
工

藤
)

(5
)

繋
属
則
受
悪
名
。
女
人
礼
幼
則
従
父
母
。
少
則
従
夫
。
老
則
従
子
」
と

あ
る
。

こ
の
三
従
説
は
阿
含
や
律
蔵
の
原
型
部
分
で
は
み
ら
れ
ず
、

イ

ゾ
ド
の
ク
シ
ャ
ー
ナ
王
朝
以
降

の
諸
経
論
に
み
ら
れ
、
特
に
バ
ラ
モ
ン

法
典
の

『
マ
ヌ
の
法
典
』

の
規
定
と
ほ
ぼ

二
致
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て

い
る
。

女
人
は
男
子
に
比
し
て
、
(
3
)
浅
智
、
(
4
)
深
欲
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

『論
』
巻

一
四
で
は

復
次
菩
薩
観
欲
種
種
不
浄
。
於
諸
衰
中
女
衰
最
重
。
刀
火
電
電
蘇
霊
怨
家
毒

蛇
之
属
猶
可
暫
近
。
女
人
樫
妬
瞑
詔
妖
稼
闘
諄
貧
嫉
不
可
親
近
。
何
以
故
。

(
6
)

女
人
小
人
心
浅
智
薄
唯
欲
是
視
。

と
あ
り
、
仏
道
の
最
大
の
障
害
と
し
て
女
性
を
上
げ
、
そ
の
理
由
と
し

て
は

「
心
浅
く
、
智
慧
薄
弱
で
、
欲
の
み
に
お
も
む
く
」
も
の
と
規
定

す
る
。
以
上

の
よ
う
な
四
点
を
核
と
し
て
女
人
蔑
視
や
差
別

的

発

想

が
、

『
大
智
度
論
』
自
身
の
中
に
散
在
し
て
い
る
わ
け
で
、
円
測
も
こ
の
発

想
を
予
断
と
し
て
受
け
取
り
、
本
来
の
文
意
を
必
要
以
上
に
拡
大
解
釈

し
て
、
前
述
の
如
き
男
性
の
女
性
に
対
す
る
本
質
的
優
位
性
を
述
べ
る

に
至

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四

若
干
の
ま
と
め
と
残
さ
れ
た
問
題

円
測

の
善
男
子
解
釈
に
は
、
引
用
さ
れ
た

『大
智
度
論
』
の
本
文
に

は
な
い
男
子
の
女
人
に
対
す
る
本
質
的
優
位
性
と
い
う
価
値
づ
け
を
付

加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

円
測
が
善
男
子
の
解
釈
の
た
め
に
そ
の
論
拠

と
し
た

『
大
智
度
論
』

巻
第
三
五
に
は
、
そ
れ
に
加
え
て
無
根
者
ま
た
は
二
根
者

へ
の
徹
底
し

た
差
別
が
横
た
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
い

か
に
説
明
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

「
二
根
」

「無
根
」
を

信
仰
上
の
ひ
と
つ
の
比
喩
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
仮
に
妥
当
と
し
て

も
、

三
般
的
に
は
、
両
性
具
有
者
や
無
根
老

の
性
的
な
器
質
的

・
機
能

的
障
害

へ
の
差
別
で
あ
る
。

女
人
差
別

の
深
層
に
あ
る
無
根

・
二
根
人

へ
の
差
別
は
、
何
も
こ
の

箇
所
だ
け

の
特
殊
例
外
で
は
な
く
、
す
で
に
仏
教
の
教
相
上

一
般
化
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

仏
教
に
と

っ
て
、
差
別
の
問
題
は
決
し
て
偶
発
的
な
事
件
や
過
失
で

は
な
く
て
、
む
し
ろ
そ
の
中
枢
に
ま
で
根
差
し
て
い
る
。
今
後
も
、
仏

教
と
差
別
と

の
関
り
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

1
 
卍
続
蔵
経

・
三
四

・
三
二
四
・
左
下

2
 
大
正
蔵

・
二
五
・
三
三
六

・
上

3
 
印
仏
研

・
三
八
/
五
六
号

4
 
印
仏
研

・
二
四
巻
第
三
号

5
 
大
正
蔵

・
二
五
・
七
四
八
・
中

6
 
大
正
蔵

・
二
五
・
三
六
五
・
下

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

円
測
、
解
深
密
経
疏
、
大
智
度
論
、
女
性
差
別
、
二
根

無
根
者
差
別

(曹
洞
宗
教
化
研
修
所
研
究
員
)
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